
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
第
九
十
二

条
第
九
号
及
び
第
百
八
条
第
一
項
第
二

号

取
消
し

取
消
し
（
特
例
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
税
通

則
法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
納
付
の
猶
予
と
み
な
さ
れ
た

場
合
を
除
く
。）

厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
第
百
八
条

第
一
項
第
一
号

猶
予

猶
予
（
特
例
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
税
通
則

法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
納
付
の
猶
予
と
み
な
さ
れ
る
場

合
を
除
く
。）

厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
保
険

料
の
納
付
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
（
平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
令

第
百
五
十
一
号
）
第
十
九
条
の
二
第
八

号

猶
予

猶
予
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
対
応

す
る
た
め
の
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律

（
令
和
二
年
法
律
第
二
十
五
号
。
以
下
「
特
例
法
」
と
い

う
。）第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
税
通
則
法
第
四
十

六
条
第
一
項
の
納
付
の
猶
予
と
み
な
さ
れ
る
場
合
を
除

く
。）

厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
保
険

料
の
納
付
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
第
十
九
条
の
二
第
九
号
及
び
第

十
九
条
の
十
七
第
一
項
第
二
号

取
消
し

取
消
し
（
特
例
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
税
通

則
法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
納
付
の
猶
予
と
み
な
さ
れ
た

場
合
を
除
く
。）

厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
保
険

料
の
納
付
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
第
十
九
条
の
十
七
第
一
項
第
一

号

猶
予

猶
予
（
特
例
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
税
通
則

法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
納
付
の
猶
予
と
み
な
さ
れ
る
場

合
を
除
く
。）

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
七
十
一
条

第
八
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
権
限
等
を
定
め
る
省
令
（
平
成

二
十
七
年
厚
生
労
働
省
令
第
七
十
五

号
）
第
一
条
第
八
号

猶
予

猶
予
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
対
応

す
る
た
め
の
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律

（
令
和
二
年
法
律
第
二
十
五
号
。
以
下
「
特
例
法
」
と
い

う
。）第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
税
通
則
法
第
四
十

六
条
第
一
項
の
納
付
の
猶
予
と
み
な
さ
れ
る
場
合
を
除

く
。）

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
七
十
一
条

第
八
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
権
限
等
を
定
め
る
省
令
第
一
条

第
九
号

取
消
し

取
消
し
（
特
例
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
税
通

則
法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
納
付
の
猶
予
と
み
な
さ
れ
た

場
合
を
除
く
。）

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

改

正

後

改

正

前

（
経
営
力
向
上
設
備
等
の
要
件
）

（
経
営
力
向
上
設
備
等
の
要
件
）

第
十
六
条

﹇
略
﹈

第
十
六
条

﹇
略
﹈

一
・
二

﹇
略
﹈

一
・
二

﹇
略
﹈

三

機
械
及
び
装
置
、
工
具
、
器
具
及
び
備
品
、

建
物
附
属
設
備
並
び
に
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
う

ち
、
事
業
者
が
策
定
し
た
投
資
計
画
（
次
の
イ

か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
に

つ
き
経
済
産
業
大
臣
の
確
認
を
受
け
た
も
の
に

限
る
。）に
記
載
さ
れ
た
投
資
の
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
設
備

﹇
新
設
﹈

イ

情
報
処
理
技
術
を
用
い
た
遠
隔
操
作
を
通

じ
て
、
事
業
を
対
面
以
外
の
方
法
に
よ
り
行

う
こ
と
又
は
事
業
に
従
事
す
る
者
が
現
に
常

時
労
務
を
提
供
し
て
い
る
場
所
以
外
の
場
所

に
お
い
て
常
時
労
務
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

ロ

現
に
実
施
し
て
い
る
事
業
に
関
す
る
デ
ー

タ
（
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的

方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録

を
い
う
。）に
記
録
さ
れ
た
情
報
を
い
う
。
次

項
第
三
号
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）の
集
約
及
び

分
析
を
情
報
処
理
技
術
を
用
い
て
行
う
こ
と

に
よ
り
、
当
該
事
業
の
工
程
に
関
す
る
最
新

の
状
況
の
把
握
及
び
経
営
資
源
（
法
第
二
条

第
十
一
項
に
規
定
す
る
経
営
資
源
を
い
う
。

以
下
こ
の
号
及
び
次
項
第
三
号
に
お
い
て
同

じ
。）等
の
最
適
化
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
。

ハ

情
報
処
理
技
術
を
用
い
て
、
現
に
実
施
し

て
い
る
事
業
の
工
程
に
関
す
る
経
営
資
源
等

の
最
適
化
の
た
め
の
指
令
を
状
況
に
応
じ
て

自
動
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。

令和年月日 木曜日 (号外特第号)官 報
〇
経
済
産
業
省
令
第
四
十
五
号

中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
十
八
号
）
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
中
小
企
業
等
経

営
強
化
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
四
月
三
十
日

経
済
産
業
大
臣

梶
山

弘
志

中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。次

の
表
に
よ
り
、
改
正
後
欄
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い

も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。


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